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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月4日(2015.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報処理装置は、
　ユーザの操作に対応して、第２の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの
情報の要求を行うアプリケーション情報要求部と、
　前記アプリケーション情報要求部による要求に対応して、前記第２の情報処理装置から
送信されてくる第２の情報処理装置のアプリケーションの情報を受信するアプリケーショ
ン情報受信部と、
　前記アプリケーション情報受信部により受信された第２の情報処理装置のアプリケーシ
ョンの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケ
ーションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する第２の情報処理
装置に送信するコマンド送信部と
　を備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記アプリケーション情報要求部により要求された第２の情報処理装置のアプリケーシ
ョンの情報を、前記第１の情報処理装置に対して送信するアプリケーション情報送信部と
、
　前記コマンド送信部により送信されたコマンドを実行するコマンド実行部と
　を備える
　情報処理システム。
【請求項２】
　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの情
報の要求を行うアプリケーション情報要求部と、
　前記アプリケーション情報要求部による要求に対応して、前記他の情報処理装置から送
信されてくる他の情報処理装置のアプリケーションの情報を受信するアプリケーション情
報受信部と、
　前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処理装置のアプリケーショ
ンの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケー
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ションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置
に送信するコマンド送信部と
　を備える情報処理装置。
【請求項３】
　前記アプリケーション情報要求部は、前記情報処理装置における状況に連携可能なアプ
リケーションの情報の要求を行う
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処理装置のアプリケーショ
ンの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションの一覧を表示させる表示制御部を
　さらに備える請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記アプリケーションの優先度に応じて、前記アプリケーションの
一覧を表示させる
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記アプリケーションの優先度は、前記アプリケーションの使用頻度に応じて変更され
る
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記アプリケーションの優先度は、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置
が使用中である場合に高くなる
　請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記アプリケーションの優先度に応じて、前記アプリケーションの
一覧を階層構造で表示させる
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、第１の階層において、前記アプリケーションの優先度に応じて、前
記アプリケーションの一覧を表示させ、
　第２の階層において、前記他の情報処理装置の一覧を表示させ、
　第３の階層において、前記他の情報処理装置毎の前記アプリケーションの一覧を表示さ
せる
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置を示す情報をア
プリケーション毎に付加して、前記アプリケーションの一覧を表示させる
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記表示制御部は、前記アプリケーションの一覧から、実行するアプリケーションが選
択された場合、選択されたアプリケーションが、対応する他の情報処理装置に移動するよ
うに画面の外側に消える動画像を表示させる
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記ユーザの操作に対応して、連携可能な自己のアプリケーションの情報を取得する自
己情報取得部をさらに備え、
　前記コマンド送信部は、前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処
理装置のアプリケーションの情報および前記自己情報取得部により取得された自己のアプ
リケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望する
アプリケーションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する他の情
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報処理装置または情報処理装置に送信する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　情報処理装置が、
　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの情
報の要求を行い、
　前記要求に対応して、前記他の情報処理装置から送信されてくる他の情報処理装置のア
プリケーションの情報を受信し、
　受信された他の情報処理装置のアプリケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリ
ケーションのうち、ユーザが所望するアプリケーションを実行するためのコマンドを、前
記アプリケーションに対応する他の情報処理装置に送信する
　情報処理方法。
【請求項１４】
　ユーザの操作に対応して、認証済みの情報処理装置に対し他の情報処理装置から送信さ
れてくる連携可能なアプリケーションの情報の要求に対応して、アプリケーションの情報
を、前記他の情報処理装置に対して送信するアプリケーション情報送信部と、
　前記アプリケーション情報送信部により送信されたアプリケーションの情報に基づいて
、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケーションを実行するた
めのコマンドが送信されてきた場合、前記コマンドを実行するコマンド実行部と
　を備える情報処理装置。
【請求項１５】
　前記アプリケーションを実行するためのコマンドが送信されてきた場合、前記アプリケ
ーションが前記他の情報処理装置から移動してきたように、画面の外側から現れる動画像
を表示させる表示制御部
　をさらに備える請求項１４に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　情報処理装置が、
　ユーザの操作に対応して、認証済みの情報処理装置に対し他の情報処理装置から送信さ
れてくる連携可能なアプリケーションの情報の要求に対応して、アプリケーションの情報
を、前記他の情報処理装置に対して送信し、
　送信されたアプリケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、
ユーザが所望するアプリケーションを実行するためのコマンドが送信されてきた場合、前
記コマンドを実行する
　情報処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本開示の第２の側面の情報処理方法は、情報処理装置が、ユーザの操作に対応して、他
の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの情報の要求を行い、前記要求に対
応して、前記他の情報処理装置から送信されてくる他の情報処理装置のアプリケーション
の情報を受信し、受信された他の情報処理装置のアプリケーションの情報に基づいて、連
携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケーションを実行するための
コマンドを、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置に送信する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２５】
　本開示の第３の側面の情報処理方法は、情報処理装置が、ユーザの操作に対応して、他
の情報処理装置から送信されてくる連携可能なアプリケーションの情報の要求に対応して
、アプリケーションの情報を、前記他の情報処理装置に対して送信し、送信されたアプリ
ケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するア
プリケーションを実行するためのコマンドが送信されてきた場合、前記コマンドを実行す
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４７】
　アイコン画像２８１乃至２８４における右下部分には、携帯電話機１１３に対応するア
イコン画像２３３が表示されており、これにより、ユーザは、アイコン画像２８１乃至２
８４が、携帯電話機１１３のアプリケーションＡ，Ｅ，Ｂ，Ｈを表していることがわかる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
　（１）　第１の情報処理装置は、
　ユーザの操作に対応して、第２の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの
情報の要求を行うアプリケーション情報要求部と、
　前記アプリケーション情報要求部による要求に対応して、前記第２の情報処理装置から
送信されてくる第２の情報処理装置のアプリケーションの情報を受信するアプリケーショ
ン情報受信部と、
　前記アプリケーション情報受信部により受信された第２の情報処理装置のアプリケーシ
ョンの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケ
ーションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する第２の情報処理
装置に送信するコマンド送信部と
　を備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記アプリケーション情報要求部により要求された第２の情報処理装置のアプリケーシ
ョンの情報を、前記第１の情報処理装置に対して送信するアプリケーション情報送信部と
、
　前記コマンド送信部により送信されたコマンドを実行するコマンド実行部と
　を備える
　情報処理システム。
　（２）　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーシ
ョンの情報の要求を行うアプリケーション情報要求部と、
　前記アプリケーション情報要求部による要求に対応して、前記他の情報処理装置から送
信されてくる他の情報処理装置のアプリケーションの情報を受信するアプリケーション情
報受信部と、
　前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処理装置のアプリケーショ
ンの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケー
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ションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置
に送信するコマンド送信部と
　を備える情報処理装置。
　（３）　前記アプリケーション情報要求部は、前記情報処理装置における状況に連携可
能なアプリケーションの情報の要求を行う
　前記（２）に記載の情報処理装置。
　（４）　前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処理装置のアプリ
ケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションの一覧を表示させる表示制御
部を
　さらに備える前記（２）または（３）に記載の情報処理装置。
　（５）　前記表示制御部は、前記アプリケーションの優先度に応じて、前記アプリケー
ションの一覧を表示させる
　前記（４）に記載の情報処理装置。
　（６）　前記アプリケーションの優先度は、前記アプリケーションの使用頻度に応じて
変更される
　前記（５）に記載の情報処理装置。
　（７）　前記アプリケーションの優先度は、前記アプリケーションに対応する他の情報
処理装置が使用中である場合に高くなる
　前記（５）に記載の情報処理装置。
　（８）　前記表示制御部は、前記アプリケーションの優先度に応じて、前記アプリケー
ションの一覧を階層構造で表示させる
　前記（４）乃至（７）のいずれかに記載の情報処理装置。
　（９）　前記表示制御部は、第１の階層において、前記アプリケーションの優先度に応
じて、前記アプリケーションの一覧を表示させ、
　第２の階層において、前記他の情報処理装置の一覧を表示させ、
　第３の階層において、前記他の情報処理装置毎の前記アプリケーションの一覧を表示さ
せる
　前記（８）に記載の情報処理装置。
　（１０）　前記表示制御部は、前記アプリケーションに対応する他の情報処理装置を示
す情報をアプリケーション毎に付加して、前記アプリケーションの一覧を表示させる
　前記（４）に記載の情報処理装置。
　（１１）　前記表示制御部は、前記アプリケーションの一覧から、実行するアプリケー
ションが選択された場合、選択されたアプリケーションが、対応する他の情報処理装置に
移動するように画面の外側に消える動画像を表示させる
　前記（４）に記載の情報処理装置。
　（１２）前記ユーザの操作に対応して、連携可能な自己のアプリケーションの情報を取
得する自己情報取得部をさらに備え、
　前記コマンド送信部は、前記アプリケーション情報受信部により受信された他の情報処
理装置のアプリケーションの情報および前記自己情報取得部により取得された自己のアプ
リケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望する
アプリケーションを実行するためのコマンドを、前記アプリケーションに対応する他の情
報処理装置または情報処理装置に送信する
　前記（３）に記載の情報処理装置。
　（１３）　画像処理装置が、
　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置に対し、連携可能なアプリケーションの情
報の要求を行い、
　前記要求に対応して、前記他の情報処理装置から送信されてくる他の情報処理装置のア
プリケーションの情報を受信し、
　受信された他の情報処理装置のアプリケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリ
ケーションのうち、ユーザが所望するアプリケーションを実行するためのコマンドを、前
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記アプリケーションに対応する他の情報処理装置に送信する
　情報処理方法。
　（１４）　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置から送信されてくる連携可能な
アプリケーションの情報の要求に対応して、アプリケーションの情報を、前記他の情報処
理装置に対して送信するアプリケーション情報送信部と、
　前記アプリケーション情報送信部により送信されたアプリケーションの情報に基づいて
、連携可能なアプリケーションのうち、ユーザが所望するアプリケーションを実行するた
めのコマンドが送信されてきた場合、前記コマンドを実行するコマンド実行部と
　を備える情報処理装置。
　（１５）　前記アプリケーションを実行するためのコマンドが送信されてきた場合、前
記アプリケーションが前記他の情報処理装置から移動してきたように、画面の外側から現
れる動画像を表示させる表示制御部
　をさらに備える前記（１４）に記載の情報処理装置。
　（１６）　情報処理装置が、
　ユーザの操作に対応して、他の情報処理装置から送信されてくる連携可能なアプリケー
ションの情報の要求に対応して、アプリケーションの情報を、前記他の情報処理装置に対
して送信し、
　送信されたアプリケーションの情報に基づいて、連携可能なアプリケーションのうち、
ユーザが所望するアプリケーションを実行するためのコマンドが送信されてきた場合、前
記コマンドを実行する
　情報処理方法。


	header
	written-amendment

